
首
座
考―

そ
の
位
置
づ
け
の
変
遷

―

尾

﨑

正

善

は
じ
め
に

禅
宗
叢
林
に
お
い
て
は
種
々
の
配
役
が
あ
る
。
中
で
も
首
座
は
、
修
行
僧
に
お
い
て
大
変
重
要
な
位
で
あ
る
。「
第
一
座
・
首
職
・
首
衆
・

表
率
・
版
首
・
板
首
・
版
元
・
禅
床
元
職
・
禅
頭
・
江
湖
頭
・
立
職
」
な
ど
様
々
に
呼
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
呼
称
を
見
て
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
叢
林
に
お
け
る
「
首
位
」、
西
班
（
頭
首
位
）
の
「
頭
」
と
し
て
、
修
行
僧
の
先
頭
に
立
ち
日
々
の
修
行
を
牽
引
す
る
立
場

の
配
役
で
あ
る
。

こ
う
し
た
重
要
な
配
役
で
あ
る
が
、
現
行
の
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
制
度
で
は
大
き
く
異
な
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
相
違
は
初
期
の
頃

か
ら
存
在
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
過
程
の
結
果
現
在
の
位
置
づ
け
へ
と
変
化
し
た
の
か
。
中
世
の
清
規
史
料
、
さ
ら
に
多
く
の
僧

伝
史
料
を
読
む
上
で
、現
行
僧
堂
に
お
け
る
役
割
や
位
置
づ
け
を
前
提
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
大
き
な
過
ち
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

本
論
で
は
、
現
在
と
は
異
な
る
首
座
任
命
の
条
件
や
時
代
ご
と
の
位
置
づ
け
の
変
化
、
さ
ら
に
現
行
の
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
相
違
に
至

る
過
程
、
禅
宗
役
職
名
の
多
義
性
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

な
お
、
預
め
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
首
座
」
は
修
行
僧
の
第
一
座
に
当
た
る
の
で
僧
堂
の
首
位
に
坐
る
。
曽
て
僧
堂
は
重
雲
堂

で
あ
っ
た
の
で
、
前
堂
首
座
・
後
堂
首
座
が
い
た
。
現
在
、
曹
洞
宗
で
は
「
後
堂
」
が
配
役
と
し
て
重
要
な
位
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
僧
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首
座
・
名
徳
首
座
と
い
う
配
役
も
あ
る
。
首
座
を
僧
階
の
呼
称
で
は
、
上
座
・
座
元
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
も
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
で
は
同
一
僧

階
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
呼
称
に
関
す
る
差
違
、
多
様
性
も
前
提
と
し
て
頂
き
た
い
。

一
、
首
座
と
は
何
か

最
初
に
首
座
と
は
何
か
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、『
大
宋
僧
史
略
』
巻
中
「
講
経
論
首
座
」（T

54.244b

）
に
よ
る
と
、
首
座

は
「
上
座
」
と
同
義
で
、
一
座
の
首
位
に
座
し
て
衆
の
手
本
の
成
る
べ
き
修
行
僧
と
さ
れ
、
元
来
は
儒
仏
道
、
三
教
の
上
首
と
し
て
補
せ

ら
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
時
代
が
下
る
と
、
禅
宗
独
自
の
配
役
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

禅
宗
に
お
け
る
定
義
は
、『
禅
苑
清
規
』
巻
三
・
四
に
記
さ
れ
る
配
役
、「
知
事
」
と
「
頭
首
」
に
示
さ
れ
る
。
知
事
位
（
東
序
・
東
班
）

と
は
、
監
院
・
維
那
・
典
座
・
直
歳
で
あ
り
、
頭
首
位
（
西
序
・
西
班
）
と
は
、
首
座
・
書
状
・
蔵
主
・
知
客
・
庫
頭
・
浴
主
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
六
知
事
・
六
頭
首
と
呼
ば
れ
る
が
、
時
代
ご
と
に
名
称
・
配
役
数
は
異
な
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
首
座

が
「
頭
首
位
」
の
ト
ッ
プ
で
有
る
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
く
。

『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
首
座
」
に
は
、
以
下
の
様
に
あ
る
。

首
座
の
職
は
、
衆
僧
に
表
儀
し
て
非
法
を
挙
正
す
。
堂
中
の
座
位
・
衣
単
、
掛
鉢
・
展
鉢
、
喫
粥
・
喫
飯
、
或
い
は
茶
、
或
い
は
湯
、

皆
な
須
ら
く
低
細
斉
整
な
る
べ
し
。
凡
そ
是
れ
堂
中
一
切
、
不
如
法
の
事
、
粥
前
に
於
て
軟
語
を
以
て
衆
に
白
す
。（
元
漢
文
）

こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
首
座
は
、
坐
位
か
ら
展
鉢
・
喫
茶
の
諸
注
意
を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
放
参
の
作
法
に
つ
い
て
記
す
な
ど
、

僧
堂
内
の
一
切
に
つ
い
て
常
に
第
一
座
と
し
て
そ
の
職
に
務
む
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
首
座
の
職
分
・
重
要
性
に
つ
い
て
は
、『
備
用
清
規
』
巻
七
「
前
堂
」（Z112.54d

）・『
勅
修
清
規
』
巻
四
「
両
序
章
第
六
」

西
序
頭
首
「
前
堂
首
座
」（T

48.1130c

）
等
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
入
衆
須
知
』・『
校
定
清
規
』
は
「
首
座
」
の
項
を
立
て
な
い
が
、

（1） 
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西
序
の
第
一
位
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
様
々
な
法
要
・
進
退
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
。

ま
た
、「
立
僧
首
座
・
名
徳
首
座
」
と
い
う
現
在
で
は
馴
染
み
の
無
い
首
座
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
首
座
」
の
配
役
・
位

置
づ
け
が
現
在
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
は
、
後
に
述
べ
る
。

灯
史
の
事
例
に
関
し
て
は
一
々
を
挙
げ
な
い
が
、『
祖
堂
集
』・『
景
徳
伝
燈
録
』
に
確
認
で
き
、
禅
宗
初
期
の
段
階
か
ら
重
要
な
配
役

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
え
な
い
。

日
本
に
お
い
て
も
禅
宗
で
重
要
な
配
役
と
さ
れ
る
が
、他
宗
で
の
使
用
例
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。『
本
朝
高
僧
伝
』に
お
け
る
、

禅
宗
以
外
の
唯
一
の
例
は
、
泉
涌
寺
俊
芿
（1166

―1227

）
の
弟
子
湛
海
（
生
没
年
未
詳
）
伝
に
「
俊
芿
の
室
に
入
て
東
山
の
首
座
た
り
」
と

あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
俊
芿
が
、
禅
宗
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
事
例
と
言
え
る
。

二
、
現
在
の
首
座
の
位
置
づ
け

次
に
現
行
の
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
に
お
け
る
「
首
座
」
の
位
置
づ
け
、
役
割
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

現
在
曹
洞
宗
の
住
職
で
、
首
座
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
者
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
住
職
と
な
る
た
め
に
は
嗣
法
と
転
衣
（
瑞
世
）
が

必
須
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
前
段
階
と
し
て
首
座
を
務
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
曹
洞
宗
に
お
け
る
僧
侶
と
し
て
の

法
階
及
び
そ
れ
に
伴
う
儀
式
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
上
座
（
得
度
）、
②
座
元
（
立
身
・
立
職
〔
首
座
〕）、
③
和
尚
（
嗣
法
・
転
衣
・
瑞
世
）、
④
大
和
尚
（
結
制
安
居
〔
上
堂
・
秉
払
〕）

曹
洞
宗
で
は
、「
座
元
」
に
な
る
た
め
に
必
ず
「
首
座
」
を
務
め
る
。

な
お
、
僧
堂
で
の
修
行
は
、
得
度
後
で
あ
れ
ば
立
身
の
前
で
も
後
で
も
構
わ
な
い
。
一
寺
の
住
職
に
成
る
に
は
、
嗣
法
・
転
衣
・
瑞
世

の
後
、「
教
師
補
任
」
を
受
け
て
住
職
に
任
命
さ
れ
る
。

（2） 

（3） 
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さ
て
、
住
職
就
任
式
で
あ
る
晋
山
式
に
際
し
て
、
江
湖
会
（
結
制
安
居
）
を
行
う
場
合
が
多
い
。（
正
式
に
は
、
和
尚
か
ら
大
和
尚
に

な
る
時
に
行
う
も
の
な
の
で
、晋
山
式
と
別
に
行
う
場
合
も
あ
る
）
そ
の
た
め
晋
山
結
制
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
結
制
に
当
た
っ

て
は
必
ず
首
座
を
立
て
、
法
戦
式
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
結
制
に
お
け
る
首
座
は
、
儀
礼
上
の
配
役
と
い
う
意
味
合
い
だ
が
、

そ
の
重
要
性
は
伝
統
的
な
制
中
に
お
け
る
首
座
の
位
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
必
ず
「
首
座
」
を
立
て
る
の
で
、
必
然
的
に
全
て
の

曹
洞
宗
僧
侶
が
首
座
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
る
。

専
門
僧
堂
に
お
い
て
は
、夏
冬
の
結
制
（
安
居
中
）
に
お
け
る
第
一
座
と
し
て
首
座
の
任
に
あ
た
る
修
行
僧
を
立
て
る
。
こ
の
場
合
は
、

百
日
禁
足
の
あ
い
だ
伝
統
的
な
首
座
位
に
準
じ
、
叢
林
の
代
表
と
し
て
修
行
僧
達
の
先
頭
に
立
ち
、
全
て
の
行
事
・
法
要
・
作
務
等
に
率

先
し
て
当
た
る
。

こ
の
首
座
に
つ
い
て
重
要
な
点
は
、
生
涯
一
度
し
か
務
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現
在
曹
洞
宗
で
は
、
三
師
と
い
っ
て
三

人
の
師
を
重
要
視
す
る
。
そ
の
三
師
と
は
、「
受
業
師
＝
得
度
の
師
・
法
幢
師
＝
首
座
を
務
め
た
時
の
師
、
嗣
法
師
＝
伝
法
の
師
」
の
三

人
で
あ
る
。

こ
の
三
師
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
得
度
・
嗣
法
と
同
様
、「
首
座
」
を
複
数
回
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
余
談
で
は

あ
る
が
現
在
曹
洞
宗
で
は
、
首
座
の
な
り
手
が
い
な
い
た
め
、
結
制
が
行
え
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
首
座
は
、

曹
洞
宗
僧
侶
に
と
っ
て
重
要
な
配
役
、
段
階
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
臨
済
宗
で
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
首
座
は
重
視
さ
れ
ず
、
大
規
模
な
法
要
の
配
役
・

差
定
で
も
、
配
役
上
も
そ
の
任
に
あ
た
る
僧
侶
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

妙
心
寺
派
に
お
い
て
「
首
座
」
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
法
階
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。

【
妙
心
寺
派
法
階
】

特
住
・
歴
住
・
再
住
・
前
住
・
住
持
・
準
住
・
東
堂
・
西
堂
・
塔
主
・
前
堂
・
首
座
・
蔵
主
・
知
客
・
沙
弥

（4） 
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「
首
座
」
は
、
道
場
に
掛
搭
せ
ず
と
も
、
得
度
し
て
法
階
に
入
っ
て
三
年
を
経
る
と
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
八
等
教
師
職
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
妙
心
寺
派
僧
は
取
得
し
た
こ
と
が
な
い
法
階
で
あ
る
。
こ
の
法
階
で
は
、紫
衣
を
着
用
で
き
な
い
。
道
場
に
入
門
す
る
時
は
、

蔵
主
・
知
客
・
沙
弥
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
現
在
で
は
僧
堂
修
行
を
経
て
、「
前
堂
職
」
を
取
得
し
、
そ
の
後
法
階
を
上
げ

て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
知
客
・
蔵
主
」
を
経
、
さ
ら
に
「
首
座
」
を
経
て
「
前
堂
職
」
を
取
得
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
法
階
の
上
が
り
方
、
及
び
「
前
堂
職
」
を
「
首
座
」
と
位
置
づ
け
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
後
に
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

で
は
建
長
寺
派
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

【
建
長
寺
派
法
階
】

特
住
・
歴
住
・
再
住
・
前
住
・
住
山
・
準
住
・
東
堂
・
西
堂
・
座
元
・
首
座
・
蔵
主
・
侍
者
・
沙
弥

建
長
寺
派
に
お
い
て
も
、
僧
堂
で
の
修
行
の
期
間
及
び
建
長
寺
派
僧
侶
と
し
て
の
法
務
に
お
い
て
も
、「
首
座
」
を
使
用
す
る
こ
と
は

無
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
規
則
で
は
、「（
建
長
寺
派
）
僧
侶
は
、
座
元
職
以
上
を
師
位
、
首
座
以
下
を
師
補
と
す
る
」「
僧
侶
は
、
座
元
職
以
上
で
転
版

を
修
行
し
た
者
で
な
け
れ
ば
仏
事
法
要
等
の
師
位
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
り
、「
首
座
職
」
は
、
仏
事
法
要
を
執
り
行
う
こ
と

す
ら
で
き
な
い
低
い
法
階
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
、
首
座
の
現
状
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
本
論
の
前
提
を
示
す
為
で
あ
る
。
こ
う
し
た
両
宗
の
現
状
を
踏
ま
え
た

上
で
過
去
の
史
料
、
首
座
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
行
き
た
い
。
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三
．
首
座
の
位
置
づ
け
と
任
命
条
件

首
座
を
の
位
置
づ
け
と
任
命
の
多
様
性
、
そ
の
変
化
を
確
認
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
清
規
資
料
上
で
は
、『
禅
苑
清
規
』
の
記
載
が
初
出
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
先
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

①
一
般
的
な
昇
階

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
に
記
す
禅
者
の
役
職
の
段
階
と
し
て
一
般
的
な
も
の
は
、
蔵
主
・
後
堂
首
座
（
第
二
座
）・
前
堂

首
座
（
第
一
座
）・
住
持
と
い
う
昇
任
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
夢
巌
祖
応
（p652

上
）
に
「
蔵
主
の
位
よ
り
、
抜
擢
さ
れ
、
書
記
・
首
座
の

位
を
経
ず
し
て
東
福
寺
に
住
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
ま
た
、「
用
語
解
説
・
法
階
」（p740

）
に
お
い
て
も
詳

し
く
述
べ
て
い
る
。
こ
の
昇
任
過
程
は
、
先
に
示
し
た
現
行
妙
心
寺
派
で
の
法
階
と
同
様
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
記
し
た
事
例
は
、
観
中
中
諦
（p65

下
）、
岐
陽
方
秀
（p70

下
）・
季
弘
大
寂
（p73

下
）・
空
谷
明
應
（p138

下
）・

江
心
龍
岷
（p220

上
）・
瑞
巌
龍
惺
（p340

上
）
大
道
一
以
・（p428

下
）・
鐡
舟
徳
濟
（p473

下
）・
別
源
圓
旨
（p586

上
）
な
ど
九

名
確
認
で
生
き
る
。

他
に
蔵
主
が
記
録
さ
れ
な
い
事
例
が
子
璞
周
瑋
（p250
上
）・
心
田
清
播
（p333

下
）・
太
清
宗
渭
（p399

上
）・
大
拙
祖
能
（p418

下
）・

天
祥
一
麟
（p486

下
）・
友
峰
等
益
（p693

上
）
な
ど
六
名
、
後
堂
が
記
録
さ
れ
な
い
事
例
が
起
山
師
振
（p78

上
）・
玉
林
昌
旒
（p116

上
）・
景
甫
寿
陵
（p149

上
）・
月
篷
圓
月
（p166

上
）・
約
翁
徳
倹
（p686

上
）
な
ど
五
名
い
る
。
以
上
、
蔵
主
・
後
堂
の
段
階
が
不

明
な
禅
者
を
含
め
、
典
型
的
事
例
が
合
計
二
十
名
確
認
で
き
る
。

観
中
中
諦
伝
に
は
、「
円
覚
寺
に
掛
籍
し
て
、
蔵
主
を
司
っ
た
が
、（
中
略
）
大
林
善
育
の
会
下
に
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
、
秉
払
を
勤
め
た
。

の
ち
に
再
び
天
竜
寺
に
転
籍
し
、
後
堂
首
座
に
昇
任
し
た
が
、（
中
略
）
夢
窓
疎
石
の
三
十
三
年
忌
に
際
し
、
前
堂
首
座
に
擢
ん
で
ら
れ
」

（5） 
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と
あ
る
。

こ
う
し
た
昇
階
が
一
般
的
な
禅
者
の
経
歴
と
思
わ
れ
る
。

②
出
世
後
の
首
座
任
命

次
に
、
出
世
後
（
住
持
後
）
に
首
座
を
務
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

『
大
鑑
清
規
』「
坐
禅
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

毎
日
粥
罷
、
堂
司
行
者
は
先
ず
首
座
に
復
し
、
僧
堂
前
・
衆
寮
前
に
、
坐
禅
牌
を
掛
け
衆
に
報
ず
。（
中
略
）
首
座
寮
前
の
板
を

鳴
ら
す
こ
と
三
下
。
初
下
は
首
座
出
門
、
二
下
は
約
半
途
、
三
下
し
て
将
に
僧
堂
門
に
入
ら
ん
と
す
。
入
堂
し
焼
香
、
巡
堂
一
匝
。

下
間
自
り
上
間
に
至
り
、
被
位
に
帰
す
。
首
座
、
曽
て
出
世
せ
ば
、
上
間
に
先
ん
じ
て
住
持
と
同
じ
と
謂
う
は
、
非
法
な
り
。

「
首
座
、
曽
て
出
世
せ
ば
（
出
世
＝
住
持
職
）」
と
あ
る
が
ご
と
く
、
出
世
後
の
首
座
任
命
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
該

当
箇
所
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
『
校
定
清
規
』
下
「
三
、
坐
禅
坐
堂
放
参
」（Z112.16d

）・『
備
用
清
規
』「
坐
禅
」（Z112.34c

）
に

も
確
認
で
き
る
。

ま
た
首
座
が
曽
て
出
世
し
て
い
た
と
い
う
前
提
に
お
け
る
注
意
が
、『
大
鑑
清
規
』「
大
放
参
」
に
も
確
認
で
き
る
。

喝
食
行
者
、
中
に
問
訊
し
て
長
聲
に
喝
し
て
云
わ
く
、「
放
参
」
と
。
堂
前
の
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
三
下
、
大
衆
は
首
座
に
和
南
す
。

曽
て
出
世
す
る
と
き
ん
ば
、
則
ち
先
ず
地
に
下
り
て
門
を
出
ず
。
次
に
住
持
出
堂
、
頭
首
出
堂
、
衆
僧
、
各
お
の
全
単
を
出
ず
。

こ
れ
も
同
様
に
『
備
用
清
規
』「
坐
参
」（Z112.35a

）
に
あ
る
。
因
み
に
こ
の
該
当
箇
所
は
、『
校
定
清
規
』
に
は
な
い
。

以
上
、
首
座
が
曽
て
出
世
い
て
い
た
場
合
を
想
定
し
た
『
大
鑑
清
規
』
の
記
述
二
箇
所
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、『
校
定
清
規
』
の
別
項
目
に
も
同
様
の
内
容
が
確
認
で
き
る
。

『
校
定
清
規
』
下
「
六
、
聖
節
啓
建
満
散
」

有
る
処
、
西
堂
は
首
座
の
前
に
出
ず
る
あ
り
。
或
は
謂
く
、
首
座
、
未
だ
出
世
せ
ざ
る
人
は
、
則
ち
西
堂
は　

前
に
出
ず
る
あ
り
。

（6） 
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（
首
座
）
出
世
人
は
、
則
ち
西
堂
は
後
に
出
ず
る
あ
り
。（Z112.18b

）

時
代
は
下
る
が
、『
勅
修
清
規
』
に
も
別
項
目
に
確
認
で
き
る
。

『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
四
「
両
序
章
第
六
・
両
序
出
班
上
香
」（T

48.1136b

）

立
班
の
西
堂
有
ら
ば
、
当
に
先
ず
上
香
す
べ
し
。
或
は
謂
く
、
首
座
、
已
に
出
世
に
す
る
も
、
当
に
先
ず
上　

香
す
る
は
非
な
り
。

蓋
し
必
ず
都
寺
と
同
じ
く
出
班
す
故
な
り
。

こ
の
箇
所
に
関
し
て
無
著
道
忠
は
、『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

△
或
謂
首
座
已
出
世　

古
解
に
曰
く
。
言
は
、
一
回
、
他
山
に
出
世
し
、
今
、
此
の
山
に
来
っ
て
、
西
堂
と
為
す
者
と
雖
も
、
若

し
却
来
し
て
首
座
と
為
る
と
も
、
則
ち
亦
た
只
だ
是
れ
首
座
の
み
。
故
に
西
序
の
先
に
在
る
べ
か
ら
ず
。
須
く
都
寺
と
対
出
し
て
上

香
す
べ
し
。
立
班
の
西
堂
の
先
ん
じ
上
香
す
る
に
例
す
べ
か
ら
ず
。

こ
の
よ
う
に
、
一
度
他
山
の
住
持
職
（
出
世
）
を
務
め
た
僧
で
も
、
再
び
首
座
位
に
就
い
て
僧
堂
の
首
位
に
立
っ
て
修
行
弁
道
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
無
著
道
忠
は
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
七
類
・
職
位
門
」
に
「
却
来
首
座
」
と
い
う
項
目
を
立

て
て
い
る
。

大
方
の
尊
宿
な
り
と
雖
も
、
若
し
住
持
、
能
く
礼
を
以
て
之
に
致
せ
ば
、
亦
た
請
し
て
此
の
職
（
前
堂
首
座
）
に
充
つ
。
之
を
位

を
退
い
て
人
の
為
に
す
と
謂
う
。

こ
の
項
目
で
は
、『
勅
修
清
規
』
巻
四
「
両
序
章
第
六
・
西
序
頭
首
」（T

48.1130c

）
を
引
用
し
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

以
上
、
清
規
資
料
に
は
、
他
山
の
住
持
職
（
出
世
）
を
務
め
た
後
に
再
び
首
座
位
に
就
い
て
修
行
弁
道
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
に
確
認
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
記
述
が
、
以
下
の
五
名
に
あ
る
。

高
山
慈
照
（p225

上
）・
中
巌
円
月
（p446

下
～
）・
東
海
竺
源
（p500
上
）・
芳
庭
法
菊
（p595

上
）・
蘭
洲
良
芳
（p704

上
）

具
体
的
に
な
事
例
と
し
て
中
厳
円
月
（1300

―1375

）
伝
を
以
下
に
記
す
。

（8） 
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「
八
月
、
東
明
が
建
長
寺
住
持
に
な
っ
た
の
で
、
随
侍
し
て
同
寺
に
移
り
、
初
め
て
後
堂
首
座
に
就
任
し
た
（p446

下
）。
浄
智

寺
の
竺
仙
梵
僊
が
、
旧
交
の
厚
き
故
を
以
て
、
同
寺
の
前
堂
首
座
に
帰
せ
し
め
た
（p447

上
）。
上
野
利
根
の
吉
祥
寺
が
落
成
し
た

の
で
、
こ
の
年
（
暦
応
二
年
）
十
二
月
三
日
は
、
大
友
貞
宗
の
七
周
忌
に
も
相
当
す
る
の
で
〔
吉
祥
寺
開
山
〕（p447

下
）。
翌
貞

和
元
年
（
一
三
四
五
）、四
十
六
歳
、嵩
山
居
中
の
請
に
よ
り
、建
長
寺
の
前
堂
首
座
を
掌
っ
た
が
（p449

下
）。
翌
五
年
（
一
三
四
九
）

三
月
、五
十
歳
、再
び
吉
祥
寺
を
辞
し
て
、鎌
倉
に
上
り
、寿
福
寺
住
持
全
提
志
令
の
請
に
よ
り
、同
寺
に
前
堂
首
座
に
就
任
し
（p451

上
）。
秋
に
は
又
利
根
に
帰
っ
た
。
翌
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
正
月
、
全
提
志
令
に
次
い
で
寿
福
寺
に
住
し
た
明
岩
正
因
の
請
に

応
じ
、
同
寺
に
前
堂
首
座
に
就
任
、
結
制
（
四
月
十
五
日
）
に
は
、
再
び
秉
払
を
勤
め
（p451

下
）」

以
上
の
よ
う
に
、
吉
祥
寺
の
開
山
（
住
持
）
を
務
め
た
後
、
建
長
寺
・
寿
福
寺
（
二
回
）
の
前
堂
首
座
を
務
め
て
い
る
。

③
首
座
を
複
数
回
務
め
た
例
（
後
堂
首
座
を
複
数
回
務
め
た
事
例
も
含
む
）

先
の
中
巌
・
東
海
も
含
め
、
複
数
回
首
座
を
務
め
た
事
例
を
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
に
は
一
五
名
確
認
で
き
る
。

鏡
湖
以
宗
（p106

上
）・
月
堂
宗
規
（p163
上
）・
乾
峰
士
曇
（p169

上
）・
古
源
邵
元
（p193

下
）・
在
先
希
譲
（p243

下
）・
秋

澗
道
泉
（p284

下
）・
清
拙
正
澄
（p354

上
）・
雙
峰
宗
源
（p388

上
）・
中
巌
円
月
（p446

下
）・
東
海
竺
源
（p500

上
）・
東
漸

健
易
（p507

上
）・
南
山
士
雲
（p532

上
）・
平
心
處
齊
（p579

下
）・
明
極
楚
俊
（p617

上
）・
無
極
志
玄
（p634

上
）

こ
の
内
、
清
拙
正
澄
・
明
極
楚
俊
の
二
名
は
中
国
僧
で
あ
る
。

清
拙
正
澄
伝
に
は
、「
二
十
三
歳
、
浙
江
に
入
り
、
浄
慈
寺
に
愚
極
智
慧
に
参
じ
、
翌
年
首
座
と
な
っ
て
択
木
寮
に
居
り
、
二
十
七
歳
、

愚
極
が
示
寂
し
継
席
し
た
方
山
文
寶
に
引
続
き
参
じ
、
そ
の
会
下
に
於
て
蔵
主
を
司
ら
し
め
ら
れ
た
。（
中
略
）
そ
の
〔
虚
谷
希
陵
〕
会

下
に
於
て
前
堂
首
座
を
勤
め
た
。（
中
略
）
そ
の
〔
晦
機
元
熙
〕
会
下
に
、
ま
た
前
堂
首
座
を
勤
め
た
」
と
あ
る
。

ま
た
、
玉
村
氏
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
兀
菴
普
寧
伝
に
も
、「
霊
隠
・
天
童
、
皆
な
第
一
座
に
居
す
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
叢
林
に
お
い
て
は
前
堂
首
座
を
複
数
回
経
験
す
る
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
て
い
た
。
兀
菴
・
清
拙
の
日
本
で
の
活
躍
・

（10） 
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影
響
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
配
役
の
在
り
方
が
当
初
の
日
本
叢
林
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

④
法
階
（
肩
書
）
と
し
て
の
首
座　

―
前
堂
首
座
・
後
堂
首
座
以
外
の
首
座

現
在
の
曹
洞
宗
で
は
、
首
座
は
「
配
役
」
と
し
て
一
時
的
な
も
の
、
さ
ら
に
制
中
に
お
い
て
一
人
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
初
期
の
段
階
か
ら
「
立
僧
首
座
」「
名
徳
首
座
」
と
い
う
配
役
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
法
階
」
の
よ
う
に
終
生
そ
の
位
に
留
ま
り

続
け
る
と
い
う
捉
え
方
へ
と
移
行
し
た
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、「
立
僧
首
座
」
は
、
住
持
布
教
補
助
の
た
め
、
正
式
の
首
座
以
外
に
首
座
を
立
て
る
こ
と
で
、『
禅
苑
清
規
』
巻
二
「
請
知
事
」

に
は
、「
此
れ
、
曽
て
住
院
の
尊
宿
及
び
立
僧
首
座
を
請
す
る
な
り
」
と
、
あ
る
。
さ
ら
に
『
備
用
清
規
』
巻
六
（Z112.49a

）・『
勅
修

清
規
』
巻
四
（T

48.1133c
）
に
「
請
立
僧
首
座
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
普
説
入
室
の
牌
を
呈
衲
す
」
と
あ
り
、
立
僧
首

座
が
普
説
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、『
瑩
山
清
規
』「
月
中
行
事
」
一
日
の
項
に
は
、

朔
望
の
陞
座
（
上
堂
）
の
如
き
は
、
祝
聖
を
闕
如
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
若
し
主
人
病
患
、
他
遊
あ
ら
ば
、
首
座
、
代
り
て
拈
香
陞

座
す
。
首
座
陞
座
の
時
は
、
堂
頭
侍
者
、
奉
香
し
焼
香
す
る
こ
と
主
人
の
如
し
。
但
し
、
維
那
、
之
を
請
す
る
而
已
、
主
人
に
代
わ

る
が
故
に
。
四
節
秉
払
の
首
座
の
如
き
は
、
両
班
・
大
衆
に
向
か
い
て
問
訊
せ
ず
。
然
れ
ど
も
尊
重
な
ら
ざ
る
首
座
は
代
わ
ら
ざ
る

な
り
。
立
僧
首
座
及
び
退
院
長
老
等
の
首
座
に
充
職
の
時
、
主
人
、
之
に
命
じ
て
、
陞
座
せ
し
む
る
な
り
。

と
あ
り
、
立
僧
首
座
を
住
持
に
替
わ
っ
て
陞
座
さ
せ
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

次
に
「
名
徳
首
座
」
は
、
前
堂
首
座
の
中
で
も
、
有
徳
の
者
を
選
出
・
任
命
す
る
も
の
で
、
こ
の
配
役
に
関
し
て
も
、『
備
用
清
規
』

巻
六
（Z112.49c

）・『
勅
修
清
規
』
巻
四
（T

48.1133c

）
に
「
請
名
徳
首
座
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

『
瑩
山
清
規
』「
月
中
行
事
」
一
日
の
項
に
は
、

名
徳
首
座
及
び
尊
宿
の
堂
に
在
る
が
如
き
は
、
侍
者
、
主
人
の
坐
具
を
請
し
て
行
礼
す
。
是
れ
慇
重
の
儀
な
り
。

（11） 
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と
、
名
徳
首
座
へ
の
対
応
を
記
す
。
こ
れ
は
、
名
徳
首
座
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

次
に
首
座
位
に
留
ま
っ
た
事
例
を
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
に
確
認
す
る
。
そ
の
よ
う
な
記
述
が
、
以
下
の
五
名
に
あ
る
。

以
亨
得
謙
（p19

下
）・
華
屋
宗
厳
（p56

上
）・
曇
仲
道
芳
（p527

下
）・
南
江
宗
沅
（p530

下
）・
柏
庭
清
祖
（p559

下
）	

＊
以
亨
得
謙
・
曇
仲
道
芳
・
南
江
宗
沅
の
三
名
は
「
後
堂
首
座
」
に
留
ま
っ
た
事
例

以
亨
得
謙
伝
に
は
、「
同
寺
〔
南
禅
寺
〕
に
蔵
主
を
司
り
（
中
略
）、
建
長
寺
に
石
室
善
玖
会
下
に
ま
た
蔵
主
を
司
り
（
中
略
）、
何
時

の
頃
か
書
記
に
昇
任
さ
れ
た
。（
中
略
）
円
覚
寺
に
移
っ
て
、
後
堂
首
座
に
昇
進
し
、
再
び
建
長
寺
嬾
雲
軒
に
移
っ
た
が
、
終
生
首
座
の

位
に
留
ま
り
、
官
寺
に
出
住
せ
ず
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、「
首
座
」
が
江
湖
会
（
結
制
）
に
お
け
る
第
一
座
、
そ
の
期
間
限
定
の
配
役
で
無
く
、
法
階
と
し
て
終
生
使
用
さ
れ
、
肩
書

と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
伊
藤
幸
司
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
に
、
文
明
期
（1469

―86

）
に
お
け
る
遣
明
船
と
禅
宗
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
に

当
た
っ
て
、「
取
龍
首
座
」
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
取
龍
は
、
兄
で
あ
る
甘
露
寺
親
長
の
『
親
長
卿
記
』
に
文
明
六
年
・
八
年
・
十
八

年
に
「
龍
首
座
」
と
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
『
蔭
凉
軒
日
録
』
文
明
十
八
年
に
も
「
龍
首
座
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
班
と
し
て

の｢

首
座
」、
配
役
上
の
「
首
座
」
で
は
な
く
、「
法
階
・
肩
書
」
と
し
て
の
「
首
座
位
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
見
方
が
可

能
な
の
も
、
先
の
事
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
僧
首
座
や
名
徳
首
座
の
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
り
、
終
生
首
座
の
位
に
留
ま
る
僧
が
存
在

し
た
こ
と
か
ら
も
推
測
出
来
る
。
住
職
と
し
て
の
和
尚
・
大
和
尚
で
無
く
、
単
な
る
出
家
者
の
上
座
の
肩
書
で
も
無
い
、「
首
座
位
」
が

一
定
の
法
階
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
事
例
と
し
て
は
、『
雲
頂
庵
文
書
』
４
４
１
号
「
文
亀
元
辛
酉
（1501

）
の
資
料
に
「
省
輔
首
座
・
省
但
首
座
」
と
連
名
の

記
述
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
中
世
清
規
資
料
の
「
列
拝
位
之
図
」「
方
丈
茶
図
」「
山
門
配
図
」
等
に
は
、
前
堂
首
座
・
後
堂
首
座
と
明
記
さ
れ
ず
首
座
が
二

（15） 
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名
の
場
合
が
多
数
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
前
堂
首
座
・
後
堂
首
座
以
外
の
首
座
と
思
わ
れ
る
、
四
名
の
首
座
が
記
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、「
立
僧
首
座
」「
名
徳
首
座
」
の
位
に
あ
っ
た
者
が
、
そ
の
ま
ま
首
座
位
を
呼
称
し
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
江
戸
期
の
臨
済
僧
の
伝
記
に
も
首
座
の
呼
称
が
確
認
で
き
る
。

『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
輯
・
巻
中
、
玉
洲
祖
億
（1688

―1769

）
伝
に
は
、「
浪
華
に
赴
き
、
長
田
の
俊
首
座
に
請
益
す
」（p440

）「
時

に
衆
寮
、
第
一
位
は
真
首
座
、
第
二
位
は
鞋
首
座
、
第
三
位
は
諾
首
座
な
り
」（p441

）
と
あ
る
。。

さ
ら
に
、
建
長
寺
関
係
の
位
牌
に
「
首
座
禅
師
」「
前
堂
」
等
の
位
階
が
、
多
数
確
認
で
き
る
。
そ
の
用
例
は
多
数
な
の
で
、
一
々
を
指

摘
し
な
い
が
こ
れ
は
江
戸
期
「
首
座
位
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
他
の
臨
済
宗
寺
院
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
曹
洞
宗
の
回
向
文
、
朝
課
諷
経
「
祠
堂
諷
経
」
は
、
以
下
の
様
に
定
め
る
。

集
む
る
所
の
功
徳
は
、
某
和
尚
・
某
首
座
・
某
上
座
・
当
山
亡
僧
法
界
亡
僧
伽
等
各
々
品
位
、
当
寺
開
基
何
々
、
万
国
殉
難
者
諸
精
霊

―
以
下
、
檀
那
先
亡
云
々
―
、
当
寺
結
縁
祠
堂
の
檀
那
、
合
山
清
衆
の
六
親
眷
属
七
世
の
父
母
、
法
界
の
含
識
に
回
向
す
、

本
来
は
、「
某
座
元
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、「
首
座
」
を
用
い
て
い
る
。

四
、
首
座
へ
の
参
学
（
嗣
法
師
・
受
業
師
）
―
『
住
山
記
』
の
事
例
―

前
項
で
「
④
法
階
（
肩
書
）
と
し
て
の
首
座
」
を
確
認
し
た
が
、
さ
ら
に
首
座
の
位
に
付
い
た
な
ら
ば
住
持
職
同
様
、
弟
子
を
取
り
法

を
授
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
事
例
を
確
認
し
て
み
た
い
。

ま
ず
そ
の
事
例
と
し
て
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
四
十
四
・
月
舟
寿
桂
（1470
―1533

）
伝
に
「
正
中
首
座
に
嗣
法
す
。
中
は
古
先
元
公

に
嗣
ぐ
、
元
は
元
に
入
り
て
中
峰
和
尚
に
嗣
ぐ
」
と
あ
る
。

寿
桂
は
近
江
磯
野
の
楞
厳
寺
に
居
す
正
中
祥
瑞
の
法
を
嗣
い
だ
の
で
あ
る
が
、
正
中
の
伝
が
詳
ら
か
で
な
い
が
故
に
、
此
処
に
あ
え
て
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古
先
印
元
（1295

―1374

）
か
ら
の
嗣
法
、
法
系
の
正
し
さ
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
首
座
」
か
ら
の
嗣

法
例
が
確
認
で
き
る
。

曹
洞
宗
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
総
持
寺
の
輪
住
僧
を
記
録
し
た
『
住
山
記
』
に
も
、
首
座
か
ら
の
嗣
法
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
も
現
在
の
制
度
か
ら
は
、
不
自
然
に
感
じ
る
。

『
住
山
記
』
に
お
け
る
首
座
か
ら
の
嗣
法
事
例
は
、「
七
二
世
・
春
谷
宗
葩
・
永
享02.11.19

・
受
業
師
了
堂
・
嗣
法
師
阿
轍
首
座
」
か
ら
、

八
九
世
一
渓
宗
源
牌
、
二
四
七
世
盛
大
徳
、
三
五
三
世
東
陽
旭
、
三
八
八
世
別
山
財
、
五
七
二
世
無
価
珠
、
七
七
一
世
明
岩
透
、
九
二
〇

世
久
庵
永
、
一
二
六
三
世
悦
堂
、
そ
し
て
「
一
七
一
三
世
・
喜
雲
慶
・
天
正08.12.16

・
受
業
師
善
超
・
嗣
法
師
全
珍
首
座
」
ま
で
の
十

例
で
あ
る
。
五
万
一
千
人
の
中
、
僅
か
十
例
、
そ
れ
も
天
正
八
年
（1580

）
ま
で
の
限
定
的
・
少
数
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
首
座
か
ら
の

嗣
法
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、
三
五
三
世
東
陽
旭
、
七
七
一
世
明
岩
透
、
九
二
〇
世
久
庵
永
の
三
名
は
受
業
師
も
首
座
で
あ
る
。
そ
の
他
、
西
堂
・
監
寺
・
都

寺
・
蔵
主
・
知
客
・
書
記
な
ど
の
事
例
も
あ
る
が
、
多
く
の
肩
書
は
「
和
尚
」
で
あ
る

『
住
山
記
』
の
受
業
師
の
事
例
は
、「
三
六
三
世
夫
岩
樵
・
明
応05.02.06

・
受
業
師
智
光
首
座
・
嗣
法
師
海
闉
和
尚
」
か
ら
、
三
六
八

世
大
意
的
、
三
七
一
世
利
沙
益
、
五
五
三
世
天
叔
綱
、
七
七
二
世
天
遵
祐
、
九
七
九
世
鳳
岩
舜
、
一
一
三
八
世
妙
山
祖
春
、
一
一
四
七
世

下
胤
誕
、
一
二
〇
六
世
秀
岩
田
、
一
九
九
八
世
如
月
印
、
二
一
七
四
世
大
翁
碩
、
二
二
一
三
世
天
興
金
、
一
九
一
一
九
世
叙
光
、
そ
し
て

「
二
七
二
八
三
世
・
寛
峰
・
安
永03.08.09

・
受
業
師
寛
道
首
座
・
嗣
法
師
大
方
」
の
十
四
例
と
先
程
の
重
複
す
る
三
例
を
加
え
、
十
七

例
が
確
認
で
き
る
。

こ
ち
ら
も
数
の
上
で
は
大
変
少
数
の
事
例
と
言
え
る
が
、
安
永
三
年
（1774
）
と
い
う
江
戸
中
期
ま
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
受
業
師
・
嗣
法
師
で
は
な
い
が
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
中
、
行
応
玄
節
（1756

―1831

）
伝
に
は
、「
福
高
の
鶴
首
座
に
投
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じ
て
、
出
世
門
を
学
修
す
る
こ
と
二
年
余
」（p76

）
と
あ
り
、
面
山
瑞
方
（1683

―1769

）
伝
に
は
、「
元
禄
十
二
年
己
卯　

此
秋
、
妙

心
派
鎮
興
寺
睦
首
座
に
至
り
、
詩
の
添
削
を
承
る
」
と
、
妙
心
派
睦
首
座
へ
の
参
学
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
の
よ
う
に
単
な
る
修
行
僧
の
「
第
一
座
」
と
は
大
き
く
異
な
り
、
参
学
、
受
業
、
嗣
法
も
可
能
な
法
階
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
江
戸
期
法
度
に
み
る
両
派
の
相
違　

―
現
行
の
両
派
の
儀
礼
相
違
に
関
連
し
て
―

現
在
の
両
派
の
相
違
が
生
ず
る
要
因
を
江
戸
期
の
法
度
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
点
を
確
認
し
て
行
き
た
い
。

①
曹
洞
宗

ま
ず
、
曹
洞
宗
で
は
、
首
座
（
江
湖
頭
）
の
重
要
性
が
「
曹
洞
宗
法
度
」
の
冒
頭
の
二
条
に
見
ら
れ
る
。

一
、三
十
年
の
修
行
成
就
の
僧
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
法
幢
を
立
て
る
可
か
ら
ず
の
事
（
住
職
資
格
）

一
、
廿
年
の
修
行
を
遂
げ
ざ
る
者
は
、
江
湖
頭
を
致
す
可
か
ら
ざ
る
事
（
江
湖
頭
（
首
座
）
条
件
）

こ
れ
は
、
出
家
（
得
度
）
の
後
、
二
十
年
の
修
行
を
経
な
け
れ
ば
江
湖
頭
（
首
座
）
に
な
れ
ず
、
そ
の
後
五
年
を
経
て
瑞
世
（
転
衣
）

し
た
後
、
始
め
て
法
幢
を
立
て
る
（
住
職
）
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
法
令
で
あ
る
。
こ
の
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
首
座
の
明
確
な
位
置
付
け
、
首
座
（
江
湖
頭
）
の
重
視
と
転
衣
に
到
る
規
程
が
定
め
ら
れ
る
。

重
複
す
る
が
、「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
よ
り
永
平
寺
へ
転
昇
迄
之
次
第
」（
享
和
元
辛
酉
年
（1801

））
に
は
、
以
下
の
様
に
定
め
る
。

一
、
江
湖
へ
初
て
罷
出
候
年
よ
り
法
臘
二
十
年
修
行
を
経
て
江
湖
頭
仕
候
、
是
を
長
老
首
座
と
相
唱
申
候

長
老
首
座
に
な
る
と
「
平
僧
地
」
の
住
持
に
な
れ
る
。
平
僧
地
と
は
、
常
法
幢
地
・
片
法
幢
地
・
随
意
会
地
・
法
地
並
寺
・
平
僧
地
と

い
う
、
寺
院
区
分
の
中
で
は
最
低
で
は
あ
る
が
、
首
座
で
あ
る
こ
と
は
必
須
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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そ
の
た
め
、
も
し
結
制
に
お
い
て
首
座
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
總
持
寺
に
お
い
て
公
文
銭
を
納
め
て
首
座
位
を
得
て
い
た
。

栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』
に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
總
持
寺
に
於
け
る
公
文
の
種
類
は
転
衣
公
文
、
再
公
文
、
涅
槃
公
文
、
首
座
公
文
の
四
種
で
あ
っ
て
、
そ
の
官
金
に
も
判
形
に
も
、

み
な
一
定
の
定
額
と
規
式
が
あ
る
。
今
そ
の
要
約
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。（
中
略
）

首
座
公
文
ニ
ハ
紫
印
并
總
持
寺
一
判
也
但
平
僧
山
居
公
文
ナ
リ
有
命
之
内
請
ル
官
金
一
両
之
内
一
歩
維
那
取
ル
（
總
持
寺
由
来
）

（
中
略
）
首
座
公
文
は
未
立
職
の
平
僧
が
首
座
位
を
得
る
い
は
ゆ
る
の
山
居
公
文
で
あ
る
。」

こ
の
山
居
公
文
の
記
録
は
、
一
部
で
は
あ
る
が
總
持
寺
祖
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
法
階
と
同
様
「
首
座
位
」

を
得
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
対
価
を
払
っ
て
取
得
し
て
い
た
。

ま
た
、
岩
手
正
法
寺
に
は
『
夏
冬
首
座
記
帳
』
と
い
う
、
明
和
二
年
（1765

）
か
ら
明
治
四
年
（1871

）
ま
で
夏
安
居
・
冬
安
居
の
首

座
二
百
十
三
名
の
名
簿
、
百
二
十
年
間
に
わ
た
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正
法
寺
が
明
和
二
年
「
常
恒
会
地
」
と
な
っ
た
こ

と
に
依
る
。
常
恒
会
地
と
は
、
結
制
を
行
う
こ
と
の
認
可
の
種
別
、
三
法
幢
地
（
常
恒
会
地
・
片
法
幢
地
・
随
意
会
地
）
の
第
一
で
、
毎

年
夏
冬
に
結
制
を
営
む
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
正
法
寺
は
、
明
和
二
年
に
漸
く
認
可
を
得
る
の
で
あ
る
。

結
制
の
際
に
は
首
座
を
立
て
る
が
、
そ
の
首
座
は
正
法
寺
僧
堂
内
の
僧
侶
で
は
な
く
、
地
元
寺
院
を
は
じ
め
遠
く
東
海
・
中
国
、
さ
ら

に
九
州
地
方
か
ら
も
首
座
を
招
聘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
は
、
常
恒
会
地
と
し
て
認
め
ら
れ
毎
年
夏
冬
に
結
制
安
居

を
お
こ
な
わ
な
け
ば
な
ら
な
か
っ
た
正
法
寺
の
立
場
と
、
将
来
住
職
に
な
る
に
は
立
職
（
首
座
）
す
る
必
要
が
あ
っ
た
僧
侶
の
希
望
が
合

致
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
期
法
度
に
規
定
さ
れ
る
首
座
位
の
重
要
性
は
、
そ
の
後
曹
洞
宗
の
伝
統
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

首
座
の
重
視
は
、
秉
払
か
ら
「
法
戦
式
」
へ
の
儀
礼
の
変
化
も
生
じ
さ
せ
た
。

②
臨
済
宗

（29） 

（30） 
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こ
れ
に
対
し
て
、
臨
済
宗
の
法
度
に
お
て
は
、
以
下
の
様
に
「
秉
払
」
を
重
視
し
て
い
る
。

「
五
山
十
刹
諸
山
之
諸
法
度
」
第
二
条

一�
、
秉
払
は
、
叢
林
の
典
章
に
し
て
、
出
世
の
初
歩
な
り
。
近
年
、
猥
り
に
無
払
の
帖
を
申
し
下
し
に
依
り
、
秉
払
、
既
に
退
転
に

及
ば
ん
と
欲
す
。
向
後
に
於
て
は
、
無
払
の
帖
、
堅
く
停
止
せ
し
む
る
事

「
妙
心
寺
法
度
」
第
二
条

一�

、
参
禅
修
行
は
、
善
知
識
に
就
い
て
三
十
年
綿
密
工
夫
を
費
や
し
、
千
七
百
則
の
話
頭
を
了
畢
の
上
、
諸
老
門
を
遍
歴
し
、
普
く

請
益
を
遂
げ
、
真
諦
俗
諦
を
成
就
す
べ
し
。
出
世
衆
望
の
時
、
諸
知
識
の
連
署
を
以
て
、
言
上
せ
ら
る
者
は
、
開
堂
入
院
を
許
可

す
べ
し
。（
以
下
略
）

以
上
、
出
世
の
前
提
と
し
て
秉
払
を
行
う
こ
と
、
ま
た
三
十
年
の
修
行
と
そ
の
間
に
千
七
百
則
の
話
頭
を
了
畢
す
べ
き
事
等
が
確
認
で

き
る
が
、
こ
れ
は
曹
洞
宗
と
は
大
き
く
異
な
る
。

さ
て
、
秉
払
と
は
、
首
座
（
第
一
座
）
に
就
任
し
た
時
は
住
持
に
替
わ
っ
て
払
子
を
秉
る
こ
と
で
、
上
堂
し
て
問
答
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。『
大
鑑
清
規
』「
秉
拂
」
に
は
、

住
持
前
に
往
き
問
訊
、
登
座
し
て
焼
香
一
炷
。
左
手
に
上
香
、
問
訊
。
払
を
渡
し
て
側
わ
ら
に
立
つ
。
秉
払
人
、
索
話
、
問
答
了
っ

て
、
提
綱
、
自
叙
、
謝
語
。
次
に
方
丈
小
参
の
公
案
を
挙
し
、
拈
頌
す
。
畢
っ
て
下
座
。
住
持
前
に
問
訊
し
て
、
元
の
位
に
復
す
。

と
あ
る
。
索
話
と
は
、
垂
語
・
垂
示
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
同
じ
『
大
鑑
清
規
』「
開
堂
祝
聖
」
に
次
の
様
に
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

當
晩
小
参
、
礼
は
四
節
と
同
じ
。
垂
語
・
問
答
・
提
綱
・
叙
謝
な
り

以
上
、
江
戸
期
の
法
度
に
見
ら
れ
る
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
相
違
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
現
在
の
儀
礼
に
関
連
し

て
行
く
か
、
次
項
で
見
て
行
き
た
い
。

（32） 

（33） 
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６
．
法
階
昇
進
の
儀
礼

①
秉
払
（
上
堂
）

首
座
へ
と
法
階
が
昇
進
す
る
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
を
行
う
か
。
そ
こ
で
は
、
秉
払
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
の

上
堂
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
上
堂
は
、
禅
宗
に
お
け
る
説
法
の
形
態
で
あ
る
。「
普
説
・
請
益
・
示
衆
・
小
参
」
な
ど
様
々
に
呼
称

さ
れ
、
そ
の
形
式
も
種
々
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
伝
統
的
に
弟
子
の
教
化
の
た
め
、
禅
風
挙
揚
の
た
め
大
変
重
要
視
さ
れ
て
き

た
。
道
元
禅
師
の
『
永
平
広
録
』
は
、
上
堂
の
記
録
で
あ
り
そ
の
重
要
性
と
後
世
へ
の
影
響
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
無
い
。

次
に
秉
払
は
、
首
座
に
就
任
し
た
時
、
住
持
に
替
わ
っ
て
上
堂
し
説
法
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
五
に
は
以
下
の

よ
う
に
記
す
。

嘉
禎
二
年
臘
月
除
夜
、
始
テ
懐
奘
ヲ
興
聖
寺
ノ
首
座
ニ
請
ズ
。
即
チ
小
参
ノ
次
デ
、
秉
払
ヲ
請
フ
、
初
テ
首
座
ヲ
任
ズ
。
即
チ
興

聖
寺
最
初
ノ
首
座
ナ
リ
。
小
参
ニ
云
ク
、
宗
門
ノ
仏
法
伝
来
ノ
事
、（
中
略
）
初
テ
首
座
ヲ
請
ジ
、
今
日
初
テ
秉
払
ヲ
オ
コ
ナ
ハ
シ
ム
。

衆
ノ
ス
ク
ナ
キ
ハ
、
ハ
バ
カ
ル
コ
ト
莫
レ
。（
中
略
）
新
首
座
、
非
器
也
ト
卑
下
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
洞
山
ノ
麻
三
斤
ヲ
挙
揚
シ
テ
、
同

衆
ニ
示
ス
ベ
シ
ト
云
テ
、
座
ヲ
オ
リ
、
再
ビ
鼓
ヲ
鳴
シ
テ
首
座
秉
払
ス
。
是
、
興
聖
最
初
ノ
秉
払
也
。
奘
公
、
三
十
九　

ノ
年
也
。

こ
の
よ
う
に
首
座
の
位
に
就
い
た
な
ら
ば
秉
払
を
行
う
の
で
あ
る
が
、そ
れ
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
き
た
。
曹
洞
宗
の
事
例
と
し
て
、

面
山
瑞
方
の
『
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
巻
六
「
秉
払
考
訂
」
を
挙
げ
て
お
く
。

諸
清
規
ノ
四
節
秉
払
ニ
ハ
、
前
堂
、
後
堂
、
書
記
、
東
蔵
、
西
藏
ノ
五
頭
首
ガ
、
一
時
次
第
ニ
秉
払
ス
。

こ
の
よ
う
に
、
前
堂
首
座
は
、
四
節
上
堂
に
お
い
て
も
秉
払
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
時
代
と
共
に
そ
の
状
況
が
変
化
し
て
き
た
。
そ

れ
は
、
首
座
の
実
情
に
合
わ
せ
て
秉
払
の
形
式
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
様
な
昇
進
儀
礼
を
行
う
か
、
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
共
に
、

（36） 

（37） 
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新
た
な
形
式
を
摸
索
し
た
の
で
あ
る
。

②
法
戦
式
（
曹
洞
宗
）

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
現
在
曹
洞
宗
で
は
、
首
座
を
任
命
し
「
法
戦
式
」
行
う
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
て
い
る

の
で
、
そ
の
概
略
だ
け
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

現
行
の
法
戦
式
が
定
型
化
し
た
の
は
、『
明
治
校
訂
洞
上
行
持
軌
範
』（
明
治
二
二
年
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
な
る
江
戸
期
の
儀

礼
・
用
例
を
集
め
、
新
た
に
定
め
た
旨
が
そ
こ
に
は
記
さ
れ
る
。

已
上
僧
規
ノ
説
ニ
基
キ
今
時
ノ
首
座
法
問
ノ
式
ヲ
秉
払
法
ニ
改
正
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ド
モ
秉
払
ハ
須
彌
座
ニ
據
テ
問
答
提
綱
謝
語
等

上
堂
ニ
異
ナ
ラ
ス
、
秉
払
ノ
人
須
彌
ノ
法
座
ニ
據
リ
住
持
ハ
其
側
ニ
居
ス
謂
ハ
ユ
ル
分
座
ノ
面
目
ナ
レ
ド
モ
到
底
今
時
ノ
首
座
ニ
適

セ
サ
ル
ユ
ヘ
法
問
ノ
行
式
ハ
其
ノ
是
非
ヲ
問
ハ
ス
、
全
分
慣
習
法
ニ
依
テ
本
文
ノ
行
式
ヲ
確
定
ス
。（
巻
中
・
三
二
丁
右
）

按
ス
ル
ニ
今
時
法
問
挙
唱
ノ
体
裁
ハ
是
亦
何
レ
ノ
世
、
誰
レ
ノ
創
始
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
。
惟
フ
ニ
古
時
ノ
秉
払
請
益
ノ
法
一
変
シ
テ

夜
話
法
話
ト
ナ
リ
、
再
変
シ
テ
今
時
法
問
ノ
体
裁
ト
成
リ
タ
ル
カ
。
然
レ
ド
モ
本
則
ニ
就
テ
一
ノ
説
破
ヲ
挙
ス
レ
ハ
互
ニ
其
ノ
宗
乗

ヲ
練
磨
研
究
ス
ル
ニ
一
不
審
二
不
審
等
ノ
定
則
ヲ
設
ケ
タ
ル
ハ
中
古
有
力
ノ
尊
宿
、
之
ヲ
首
唱
セ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
古
語
ニ
謂
ハ
ユ

ル
名
行
ノ
尊
宿
一
挙
ス
レ
ハ
四
海
一
律
ナ
ル
モ
ノ
カ
タ
ト
ヒ
古
時
ノ
話
頭
ニ
異
ナ
ル
ト
モ
其
体
裁
ヲ
改
正
セ
ス
、
一
ニ
之
ヲ
遵
守
シ

テ
可
ナ
リ
。（
同
右
）

細
か
な
次
第
は
割
愛
す
る
が
、
現
行
の
法
戦
式
は
、
上
堂
（
須
弥
座
）
で
は
な
く
「
大
間
」
内
で
行
わ
れ
る
。
従
来
の
秉
払
か
ら
法
戦

式
へ
、
そ
の
形
式
は
大
き
く
変
化
し
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
現
行
の
法
戦
式
で
は
、
問
答
を
必
ず
行
う
が
江
戸
期
の
記
録
に
は
、
問
答
（
商
量
）
を
行
わ
な
か
っ
た
事
例
も
確
認
で
き
る
。

こ
れ
は
、
臨
済
宗
に
お
け
る
「
垂
示
式
」
に
も
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
太
平
山
諸
寮
日
看
』（
明
和
九
年
（1772

））

（38） 
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上
殿
シ
テ
三
拝
ノ
後
座
ニ
就
ク
、
方
丈
和
尚
侍
者
ヲ
シ
テ
三
宝
ニ
本
則
ト
竹
箆
ト
ヲ
送
ル
、
首
座
頂
戴　

シ
テ
本
則
ヲ
挙
ス
。
了

テ
開
口
ヲ
唱
フ
、
コ
ノ
内
首
座
右
之
三
宝
ヲ
方
丈
ノ
前
ニ
持
参
シ
、
退
ヒ
テ
速　

礼
三
拝
シ
テ
位
ニ
カ
ヘ
ル
、
侍
香
等
又
竹
箆
ヲ
持

シ
来
テ
渡
ス
、
コ
ノ
時
商
量
ア
リ
、
或
ハ
ナ
シ
、
方
丈
ヨ
リ
不
審
ノ
事
ヲ
告
ラ
ル
、
首
座
低
頭
シ
テ
受
ク
、

以
上
、
曹
洞
宗
の
法
戦
式
成
立
過
程
を
述
べ
た
が
、
最
後
に
曹
洞
宗
で
は
現
在
で
も
「
上
堂
」
を
行
う
。
そ
れ
は
住
職
就
任
式
で
あ
る

晋
山
上
堂
で
、
こ
れ
に
よ
り
和
尚
か
ら
大
和
尚
に
な
る
。

③
垂
示
式
―
妙
心
寺
派
・
大
徳
寺
派
・
円
覚
寺
派

妙
心
寺
派
・
大
徳
寺
派
で
は
、
法
階
上
「
前
堂
職
」
に
上
が
る
時
「
垂
示
式
」
を
行
う
。
円
覚
寺
派
で
は
、「
立
班
垂
示
式
」
と
呼
称
し
、

国
宝
舍
利
殿
で
法
話
を
行
い
、
禅
客
が
著
語
を
付
す
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
そ
の
儀
礼
内
容
で
は
な
く
、
名
称
の
由
来
の
み
を

論
じ
る
。

先
に
、
上
堂
（
秉
払
）
に
お
け
る
垂
示
で
も
示
し
た
が
、「
秉
払
」
に
お
い
て
秉
払
人
は
、
索
話
を
唱
え
、
続
い
て
問
答
を
行
う
。
こ

の
索
語
は
、
垂
語
・
垂
示
と
同
意
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
垂
示
の
後
に
問
答
・
提
綱
・
自
叙
・
謝
語
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
「
垂
示
」
の
み
行
う
よ
う
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
次
第
は
、
江
戸
期
の
僧
伝
に
も
確
認
で
き
る
。『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
輯
・
巻
中
、
翠
巌
従
真
（1683

―1772

）

伝
に
は
、

時
に
三
十
八
、
花
園
に
昇
版
し
、
垂
示
し
て
云
く
、（
以
下
、
略
）（p451
）

と
あ
り
、
垂
示
の
内
容
は
記
さ
れ
る
が
、
問
答
（
商
量
）
の
記
録
は
無
い
。
ま
た
先
に
記
し
た
『
太
平
山
諸
寮
日
看
』
に
も
「（
商
量
）

或
ナ
シ
」
と
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
曹
洞
宗
寺
院
に
お
い
て
も
垂
示
（
本
則
の
提
示
）
の
み
で
問
答
が
行
わ
れ
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。

（39） 
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以
上
の
様
に
、
秉
払
を
重
視
し
な
が
ら
、
儀
礼
と
し
て
は
「
垂
示
」
の
み
が
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
期
の
事
例
を
参
照
し
て
、
後
年
現
在

の
儀
礼
・
次
第
へ
と
定
め
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
儀
礼
内
容
の
変
遷
に
つ
い
て
は
妙
心
寺
派
に
て
研
究
・
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
す
る
。

ま
た
、『
黄
檗
清
規
』「
礼
法
章
第
八
」「
立
僧
秉
払
」
の
項
目
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
立
僧
、
秉
払
提
唱
下
座
」（T

82.778a

）
と
記

さ
れ
る
の
み
で
、
問
答
の
記
述
は
な
い
。
こ
の
儀
礼
の
内
容
を
直
接
参
照
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
明
末
に
は
秉
払
に
際
し
て
提
唱

の
み
で
問
答
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
と
、「
秉
払
」
か
ら
儀
礼
の
変
化
を
試
み
て
い
た
臨
済
各
派
が
こ
う
し
た
も
の
を
参
考
に
し
た

可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

④
転
版
式
―
建
長
寺
派

こ
れ
に
対
し
て
建
長
寺
派
で
は
、「
転
版
式
」
を
行
う
。
そ
の
儀
礼
内
容
・
次
第
に
つ
い
て
の
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
そ
の
名
称
の
意

味
を
確
認
し
て
お
く
。
転
版
式
に
先
立
つ
用
例
と
し
て
、「
前
版
に
転
ず
」
と
い
う
表
現
が
、
建
仁
円
旨
（1294

―1364

）
伝
「
元
の
至

順
庚
午
を
以
て
回
り
、
円
覚
の
後
版
を
任
い
、
建
長
の
前
版
に
転
ず
」、
建
長
等
益
（1327

―1405

）
伝
「
又
た
福
山
に
回
り
、
前
版
に

転
ず
」
に
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
江
戸
期
、
懶
翁
玄
東
（1613

―1676

）
伝
（『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
輯
・
巻
上　

p238

）
に
は
、「
故
に
敢
え
て
花
園
に
転

版
せ
ず
」
と
い
う
用
例
が
確
認
で
き
る
。

同
様
の
記
述
が
、大
英
以
寂
（1656

―1703

）
伝
（『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
輯
・
巻
上　

p301

）、鉄
山
文
英
（1805

―1858

）
伝
（『
続

禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
輯
・
巻
下　

p692

）、
に
確
認
で
き
る
。

以
上
の
事
例
よ
り
、
転
版
と
は
後
版
か
ら
前
版
へ
、
つ
ま
り
後
堂
首
座
か
ら
前
堂
首
座
（
第
一
座
）
へ
転
ず
る
こ
と
（
転
位
）
の
意
と

思
わ
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
こ
で
秉
払
を
行
う
が
、
先
の
伝
記
資
料
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
現
在
で
は
、
垂
示
に
準
じ
る
香
語
を
述
べ

る
。
名
称
の
相
違
が
何
故
生
じ
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
妙
心
寺
派
、
若
し
く
は
円
覚
寺
派
と
の
違
い
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

（40） 

（41） 

（42） 
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最
後
に
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』・
巻
上
、
道
鏡
慧
端
（1642

―1721

）
伝
を
示
し
て
お
く
。

後
、
宝
暦
己
卯
二
月
に
至
り
、
鵠
林
老
漢
（
白
隠
慧
鶴
）、
師
の
法
位
を
妙
心
第
一
座
に
昇
ら
し
め
、
道
鏡
慧
端
禅
師
と
号
す
。（p13

）

道
鏡
慧
端
は
、
白
隠
の
弟
子
で
、
死
後
に
妙
心
寺
「
第
一
座
」
を
追
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
期
妙
心
寺
派
に
お
け
る
第
一
座
の
重

要
性
が
改
め
て
確
認
で
き
る
記
録
で
あ
る
。

お
わ
り
に

首
座
と
い
う
僧
堂
の
役
職
の
時
代
ご
と
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
通
し
て
、
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
捉
え
方
の
相
違
、
現
状
に
至
る
過
程
を

改
め
て
確
認
し
た
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
首
座
は
、
修
行
僧
の
第
一
座
（
前
堂
首
座
）
で
あ
り
、
元
来
は
制
中
の
配
役
で
あ
っ
た
。

②
曽
て
は
、
他
山
の
住
持
を
務
め
た
後
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
や
複
数
回
務
め
る
こ
と
も
が
あ
っ
た
。

③�

「
首
座
」
は
、
配
役
で
あ
り
、
法
階
と
し
て
は
「
座
元
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
時
の
頃
か
肩
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
前
堂
首
座
（
第
一
座
）」
と
区
別
さ
れ
た
。

＊
「
立
僧
首
座
」「
名
徳
首
座
」
と
呼
ば
れ
る
、
制
中
配
役
以
外
の
「
首
座
」
の
存
在
が
前
提
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
首
座
へ
の
参
学
、
及
び
首
座
か
ら
の
受
業
・
嗣
法
も
行
わ
れ
て
い
た
。

⑤
「
前
堂
首
座
（
第
一
座
）」
に
就
任
に
あ
た
っ
て
「
秉
払
」
を
行
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

＊
中
国
以
来
の
伝
統
、
懐
奘
禅
師
も
行
う
。
江
戸
期
臨
済
宗
で
は
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。

⑥�

第
一
座
就
任
の
「
秉
払
」
儀
礼
が
変
化
し
、
江
戸
期
、
曹
洞
宗
で
は
「
法
戦
式
」
に
、
妙
心
寺
派
な
ど
で
は
後
年
「
垂
示
式
」
に
な
っ

た
。
禅
宗
に
お
け
る
「
秉
払
（
問
答
）」
重
視
の
姿
勢
は
継
承
し
つ
つ
、
両
派
に
お
い
て
そ
の
形
式
に
相
違
が
生
じ
て
き
た
。
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⑦�

曹
洞
宗
で
は
、
結
制
・
法
戦
を
行
う
た
め
「
首
座
」
を
配
役
と
し
て
重
視
す
る
が
、
臨
済
宗
で
は
江
戸
期
「
第
一
座
」
と
区
別
し
た
た

め
、「
首
座
」
は
法
階
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
法
階
で
あ
る
、
座
元
・
首
座
・
前
堂
の
相
違
、
ま
た
法
戦
式
・
垂
示
式
・
転
版
式
の
由
来
や
変
遷
を
知
る
こ
と
は
、
儀
礼
を
行

う
上
で
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

さ
ら
に
禅
者
の
伝
記
資
料
や
関
連
文
献
史
料
を
読
み
解
く
時
、
役
職
・
配
役
・
諸
儀
礼
を
現
代
の
そ
れ
に
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は

無
理
が
あ
る
。
今
回
は
、
首
座
及
び
秉
払
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
れ
は
他
の
役
職
・
配
役
や
儀
礼
に
も
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
相
違
、
歴
史
的
な
変
遷
を
踏
ま
え
て
史
料
を
読
む
べ
き
必
要
性
を
述
べ
、
本
論
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

＊�

建
長
寺
・
円
覚
寺
の
法
階
及
び
転
版
式
・
立
班
垂
示
式
に
つ
い
て
は
、「『
大
鑑
清
規
』
を
読
む
会
」
山
名
田
紹
山
・
白
川
宗
源
・
采
澤

良
晃
・
柳
建
宗
・
彭
丹
・
高
井
正
俊
の
各
氏
、
妙
心
寺
派
の
法
階
及
び
垂
示
式
に
つ
い
て
は
、
花
園
大
学
小
川
太
龍
先
生
よ
り
御
教
示

賜
っ
た
。
こ
こ
に
一
言
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

注（　

）�『
訳
注
禅
苑
清
規
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
・
昭
和
四
七
年
・

p124

（　

）�『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
五
八
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』103
、

p768

上
）・『
律
苑
僧
宝
伝
』
巻
一
一
（『
大
日
本
仏
教
全

書
』105

、p254

下
）

（　

）�

詳
細
な
、
資
格
・
年
齢
・
期
間
な
ど
の
諸
条
件
に
関
し
て

は
、『
曹
洞
宗
宗
制
』
第
三
編
・
曹
洞
宗
規
程
、
第
二
章
・

教
学
部
関
係
規
程
（
学
事
課
関
係
規
程
）「
曹
洞
宗
僧
侶

教
師
分
限
規
程
」
参
照
。

（　

）�

禅
文
化
研
究
所
『
新
修　

禅
家
書
鑑
』
第
四
章
「
差
定
・

役
配
」

（　

）�

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
講
談
社
・
昭
和
五
八

年
。
以
下
、
頁
数
は
本
書
の
該
当
頁
。
な
お
、
原
典
に
ま

で
遡
っ
て
は
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
。

（　

）�
拙
著
「
翻
刻
・
聴
松
院
蔵
『
大
鑑
清
規
』」「
鶴
見
大
学
仏

教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
五
号
・p111

123

456
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（　

）�

前
註
、p113

（　

）�
柳
田
聖
山
編
・
禅
学
叢
書
之
八
『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』

巻
上p622

（　

）�『
禅
林
象
器
箋
』
三
宝
書
院p228

（　

）�

藤
田
琢
司
『
訓
読
元
亨
釈
書
』
巻
六
・
禅
文
化
研
究
所
・

平
成
二
三
年p137

（　

）�

注
１
「
結
夏
」p90
。『
校
定
清
規
』
二
十
七
進
退
兩
班
（
附

進
退
侍
者
請
名
徳
首
座
）（Z112.7b

）・
二
十
八
請
立
僧

（z112.9a

）。『
禅
林
象
器
箋
』「
第
七
・
職
位
門
」
な
ど
。

（　

）�

注
１
、p101

（　

）�『
禅
宗
清
規
集
』
臨
川
書
店
・
平
成
二
六
年p703

（　

）�

前
註
、p702

（　

）�

伊
藤
幸
司
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』「
第
一
部　

室

町
幕
府
の
外
交
と
禅
宗
・
二　

文
明
期
の
遣
明
船
と
取
龍

首
座
」
吉
川
弘
文
館
・
平
成
一
四
年p36

（　

）�『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
二p440

（　

）�

東
漸
建
易
『
叢
林
拾
遺
』、
拙
著
「
翻
刻
・
京
都
大
学
文

学
部
図
書
館
蔵『
叢
林
拾
遺
』（
東
漸
和
尚
畧
清
規
）」（「
鶴

見
大
学
紀
要
」
第
三
八
号
・
第
四
部
、二
〇
〇
一
年
三
月
）。

「
仏
涅
槃
・
列
拝
位
之
図
」p105

上
、「
秉
払
管
待
方
丈

茶
図
」p122

下
、「
入
院
開
堂
私
記
・
山
門
配
図
」

p142

下
。

	
�『

南
禅
清
規
』、
拙
著
「
翻
刻
・
京
都
大
学
文
学
部
図
書

館
蔵
『
南
禅
清
規
』（
一
）」（「
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要
」
第
一
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。「
寝
堂

茶
湯
之
図
」p161

、「
念
誦
巡
堂
之
図
」p169

、「
列
拜

位
之
図
」p173

、「
列
拜
位
之
図
」p184

、「
浴
室
図
」

p192

、「
啓
建
楞
厳
勝
会
之
図
」p200

、「
戒
臘
牌
之
図
」

p202

。『
南
禅
清
規
』、
拙
著
「
翻
刻
・
京
都
大
学
文
学

部
図
書
館
蔵
『
南
禅
清
規
』（
二
）」（「
鶴
見
大
学
仏
教

文
化
研
究
所
紀
要
」
第
一
五
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。

「
盂
蘭
盆
会
配
位
図
」p69

、
等
。

（　

）�

拙
著
「
翻
刻
・
龍
谷
大
学
蔵
『
南
禅
諸
回
向
』」「
修
正
看

経
榜
式
」
の
配
役
（「
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」

第
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）p148

	
�

拙
著
「
翻
刻
・
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
『
南
禅
清
規
』

（
一
）」
修
正
看
経
榜
」
の
配
役
（「
鶴
見
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
紀
要
」
第
一
五
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、p165

	

＊
南
禅
寺
「
修
正
会
」
に
お
け
る
同
趣
旨
の
資
料

（　

）�

能
仁
晃
道
『
訓
読
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
禅
文
化
研
究
所
・

平
成
一
四
年
。
以
下
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』・『
続
禅
林

僧
宝
伝
』は
本
書
の
該
当
頁
。
な
お
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』

は
明
治
二
三
年
（1890

）、『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
は
昭
和

一
三
年
（1938

）
成
立
で
あ
る
。

（　

）�
白
川
宗
源
「
建
長
寺
及
び
諸
塔
頭
に
現
存
す
る
古
位
牌
の

収
集
と
分
析
」『
第
七
期
大
三
輪
龍
彦
研
究
基
金
』
特
定

7891011121314151617

181920
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非
営
利
活
動
法
人
・
鎌
倉
考
古
学
研
究
所
（
令
和
三
年
）

（　

）�

昭
和
修
訂
『
曹
洞
宗
行
持
軌
範
』
昭
和
六
三
年
・
曹
洞
宗

宗
務
庁p14

（　

）�『
大
日
本
仏
教
全
書
』103

・p610

上

（　

）�『
住
山
記
』
大
本
山
總
持
寺
・
平
成
二
三
年

（　

）�『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
三
「
永
福
面
山
和
尚
広
録
」
巻

二
六p819
下

（　

）�『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
第
十
六
輯
「
江
戸
時
代
宗
教
法

令
集
」p12

（　

）�

拙
稿
「
瑞
世
考
」『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大

会
紀
要
』
第
23
回
・
令
和
四
年
発
行
予
定

（　

）�

横
関
了
胤
『
江
戸
時
代
洞
門
政
要
』p109

（　

）�

同
右
、p107

（　

）�

栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』「
第
二
篇
・
出
世
史
、
第
二
節
・

総
持
寺
出
世
官
金
と
公
文
請
状
の
判
形
」p235

（　

）�

拙
稿
・
武
井
慎
悟
「
總
持
寺
祖
院
蔵
『
住
山
記
』
に
つ
い

て
」（
１
）（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
巻

二
四
号
・
平
成
三
一
年

（　

）�

拙
稿
「
正
法
寺
蔵
『
夏
冬
首
座
記
帳
』」（『
鶴
見
大
学
仏

教
文
化
研
究
所
紀
要
』
巻
二
四
号
・
平
成
三
一
年

（　

）�

注
25
、p39

（　

）�

注
25
、p41

（　

）�

注
６
、p94

（　

）�

注
６
，p76

（　

）�『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
巻
16
春
秋
社
。

p229

（　

）�『
曹
洞
宗
全
書
』
巻
四
「
清
規
」p279

上

（　

）�

拙
稿
「
法
戦
式
に
つ
い
て
」『
宗
学
研
究
』
第
45
号
・
平

成
一
五
年

（　

）�

注
37
、p734

上

（　

）�『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
三
十
・「
大
日
本
仏
教
全
書
」102

・

p415

下

（　

）�『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
三
十
七
・「
大
日
本
仏
教
全
書
」

103

・p512

上

（　

）�『
建
長
寺
―
そ
の
す
べ
て
』
白
川
宗
源
「
転
版
式
」・
か
ま

く
ら
春
秋
社
・
平
成
二
八
年p100

（
鶴
見
大
学　

仏
教
文
化
研
究
所　

客
員
研
究
員
）
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